
次世代足場ファステックのご紹介

－安全な上に、施工性と剛性を両立－



厚生労働省・労働安全衛生法の方向性
次世代足場へのシフト

安全衛生規則等改正

手すり先行工法

 組立後の点検

足場板隙間レス

手すり先行工法の実施率が100%に近い国の工事では墜落・ 転落死
亡災害は発生していない。したがって民間工事においても手すり先行
工法の実施を義務付けることが死亡災害を撲滅させる道である。



ファステック

3労働安全衛生規則等改正の歩み

‘09年厚労省 改正省令公布 「手すり先行工法に関するガイドライン」制定
① 「手すり先行方式」等の設備的対策を優先
② 「大組・大外工法」の推奨

‘10～’14年 厚労省
『足場からの墜落防止措置の効果検証・評価検討会』

‘15年7月(H26/7) 改正労働安全衛生規則 施行
改正のあらまし

① 足場からの組立て等の作業の墜落防止措置の充実（安衛則第564条）
② 足場の組立などの作業に特別教育が必要（安衛則第36条,第39条）
③ 足場の組立てなどの後は注文者も、点検が必要（安衛則第655条,第655条の2）
④ 足場の作業床に関する墜落防止措置を充実（安衛則第563条）

‘15年5月 『足場からの墜落・転落災害防止総合対策推進要綱』改正 厚労省基安発
① 足場の組立図作成
② 足場組立て主任者の能力向上
③ 上桟、幅木の設置
④ 足場の点検
⑤ 安全意識の高揚

手すり先行工法/親綱
組立後の点検
隙間レス



ファステック

4‘15年7月改正労働安全衛生規則パンフより

『手すり先行工法』の積極的採用を推奨
親綱方式も図示してあるが、文面で『手すり先行工法』積極採用を呼びかけ

隙間レスを『より安全な措置』としていっそう推進



ファステック

5手すり先行工法の実施状況

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

国 89.1% 91.7% 90.0% 88.9%

地方自治体 77.6% 79.2% 79.0% 87.1%

特殊法人等 93.6% 92.2% 91.9% 94.4%

民 間 9.0% 10.2% 9.9% 9.7%

全 体 29.2% 23.1% 25.2% 26.3%

89.1%
91.7% 90.0% 88.9%

77.6%
79.2% 79.0%

87.1%

93.6% 92.2% 91.9%
94.4%

9.0% 10.2% 9.9% 9.7%

29.2%

23.1%
25.2% 26.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

（発注者別）手すり先行工法の実施率
国

地方自治体

特殊法人等

民 間

全 体

国・地方自治体・特殊法人等では､90%水準の実施率。全体も徐々に増加中。



ファステック

6建設事故災害とアクセスの評価(手摺先行実施へ）

平成

26年

平成

27年
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墜落・転落死亡者推移

転落死亡者

1. 国、特殊法人の発注工事における手すり先行工法の実施率は

今回の調査においても平均して90％を超えており、安定して

高い実施率となっている。

2. 民間工事における手すり先行工法の実施率は10.5%と低く、

全体の実施率を26.1%に下げる要因となっている。

3. 安全衛生規則の実施率は民間工事においても91.0%と高いに

も拘らず、死亡災害は昨年同等水準となっている。

4. 前項からも判るとおり、現行の安全衛生規則だけでは墜落・転

落死亡災害を減少させることは出来ない。

手すり先行工法の実施率が100%に近い国の工事では墜

落・ 転落死亡災害は発生していない。したがって民間工事に

おいても手すり先行工法の実施を義務付けることが死亡災害を

撲滅させる道である。
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ファステック「商品説明」

安全、施工性、剛性の三つを実現した次世代足場

「支柱式本足場」



8従来の枠組足場と次世代足場の違い（構造面）

【枠組足場】

□①重い（約１６ｋｇ）
②かさばる

⇒置場/輸送効率悪い
③階高が１．７ｍ

⇒ヘルメットがあたる
□安全施工の負荷大（次頁）

次世代でも、従来の足場板使用可能

布材
（ｸｻﾋﾞ付横架材）

【次世代足場（ファステック）】

支柱

ポケット

□支柱と布材（ｸｻﾋﾞ付き横架
材）を別々に。

支柱についたﾎﾟｹｯﾄにｸｻﾋﾞ付
き布材を固定

⇒支柱も軽い
（ﾌｧｽﾃｯｸ１１．２ｋｇ）

⇒置場輸送効率よい(+40%)
□階高を１．８ｍ

⇒支柱長さ３．６ｍ
□支柱を２階分にすることで、
下の階から上の階のﾌﾞﾚｰｽ
を設置可能に
＝先行手すり方式
⇒安全（転落防止に）

１．７ｍ

１．８ｍ×２
＝３．６ｍ

先行手すり付ブレース

ブレース

ファステック



□先行手すり方式（厚生労働省安全基準で推奨）

下の階から、上の階の先行手すり、布材、足
場板 を取り付けてから上の階に上がり、同じ
作業を行う

⇒作業時、常に１ｍの高さのブレースあり
⇒安全（転落防止に）

□安全で施工が簡単（親綱等不要）
⇒職人さん不足の中、職人さん拡大に寄与

【枠組足場の作業現場】 【次世代足場（ﾌｧｽﾃｯｸ）の作業現場】

安全に作業するための負荷大
（親綱、先行手すり設置負荷）

9従来の枠組足場と次世代足場の違い（安全面）

ファステック



①布材の３ｽﾃｯﾌﾟ施工
3000㎡の物件で約3000本

の布材を施工⇒施工性が大事
②先行手すりが自動ｾｯﾄ方式

①先行手すり方式（次世代足場共通）

②布材の堅結が目視で点検可能
（→改正安全衛生規則に対応機種）

①５３ｍまで単管補強
なしで組立可能
②型枠支保工転用可能

システム支保工
（486タイプ）相当

⇒「１機種で３役」

安全

施工性 剛性

【５３ｍ施工実績】

両立

ファステックは、安全なうえに、施工性と剛性を両立させた足場

①置いて ②右止め ③左止め

10ファステックの特徴

ファステック



（３）大組が特別な冶具なしで可能←剛性が高い

【３層５スパン】 【コーナー部】

高所での作業削減⇒安全と工期短縮

手すり高さが
長身の方でも安心の１ｍ

１ｍ

（２）布材の緊結が目視で点検可能

改正安全衛生規則（足場の組立後、
注文者も点検が必要に）
⇒ﾌｧｽﾃｯｸは法改正に対応した機種

ファステック

11ファステックの特徴Ⅰ：安全

（１）先行手すり方式



足場は、高所で、膨大な数の機材を設置⇒安全な上に、施工性が決定的に重要

【布材】 〔ファステックの３Step施工〕 〔７Step施工のケース〕

解体は下→上
⇒一部解体が

自由自在
→荷受台設置

歩行用に

・組立時、上→下、 解体時、下→上
⇒前後への体重移動なし

⇒「高所での安心感が」職人さんに好評

・組立後での一部解体が自由自在

クサビを手で上げないとフランジに挟めない

①置いて ②右止め ③左止め

クサビの上げ下げ不要

①右ｸｻﾋﾞ上げ②左ｸｻﾋﾞ上げ ③挟み込む

④右ｸｻﾋﾞ下げ⑤左ｸｻﾋﾞ下げ ⑥右止め ⑦左止め

１８２９ｍｍの布材でも３ｽﾃｯﾌﾟ施工

高所で、３０００回実施（約３０００ｍ２の物件）

ファステック

12ファステックの特徴Ⅱ：施工性－１（布材）



【先行手すり】
先行手すり方式で、職人さんがお困りの点

①高い所にある穴にｾｯﾄしにくい

②左をｾｯﾄし、右をｾｯﾄしようとしたら、左が外れることがある

⇒ファステックなら、先行手すりの自動セット方式

上部金具がｽﾄﾚｰﾄで長い

先行手すりの自動セット方式

ファステック

13ファステックの特徴Ⅱ：施工性－２（先行手すり）



①円形ホゾに４つの穴⇒支柱の向きを気にせずに組立可能
⇒大組でのやり直しを撲滅。

②支柱にハイテン７００鋼使用⇒軽 量 11.2ｋｇ/本

【支柱】

14ファステックの特徴Ⅱ：施工性－３（支柱）

ファステック



□５３ｍまで単管補強なしで組立可能

５３ｍの施工実績写真

中高層のビルの
高さは４５ｍと
３１ｍが多い

施工現場によって補強なしでの高さは異なります

□型枠支保工への転用可能
＝ｼｽﾃﾑ支保工（486ﾀｲﾌﾟ）相当
⇒床付布枠も転用可能

ファステックなら、『１機種で３役』：
①枠組足場②一側足場（狭い場所）
③ｼｽﾃﾑ支保工（４８６ﾀｲﾌﾟ）

①～③は、床付布枠が異なる
⇒ファステックなら、床付布枠

も１種類のみでＯＫ

①保有機材数が少なくてすむ
②仕事を広げられる
③職人さんを増やしやすい

15ファステックの特徴Ⅲ：剛性

ファステック
Almost All in One



ﾌｧｽﾃｯｸ

16特徴Ⅲ：剛性 剛性を生出す特徴

通りが出やすい

しっかりと固定される

 くさびを打込むとくさび面と支柱がしっかり
密着⇒くさび面は支柱のRと同じ曲面となってお
り、支柱との接触面積が広い

 打込んだくさびにより、布材には支柱側から
圧縮力が加わる

支
柱
と
の
接
触
面
積
が
広
い

支柱曲面と
同一曲面



①布材の３ｽﾃｯﾌﾟ施工 ②機材の左右/表裏/向きのﾁｪｯｸ不要
③余分な単管補強/強化方づえも不要 ④組立途中での一部解体が自由自在
⑤支柱も軽量 ⑥ユレも少ない

⇒高所で、職人さんのｽﾄﾚｽが最も少ない足場

【次世代足場の施工性チェック表】 本数：約３０００ｍ２の物件の例

チェック項目 ファステック

布材：３０００本 ・何ｽﾃｯﾌﾟ施工か？ ・１８２９ｍｍの布材でも
簡単な３ｽﾃｯﾌﾟ施工

・左右チェック必要か？ ・不要

・強化方づえ必要か？ ・不要

先行手すり：１０５０本 ・表裏チェック必要か？ ・不要

支柱：９００本 ・支柱の向きのチェック必要か？ ・不要

・軽量か？ ・軽量（１１．２ｋｇ/本）

次世代足場は、長い間、ご使用頂きます。⇒職人さん不足が、今後さらに深刻に。
⇒職人さんにとって、高所で、安全な上に、施工しやすい次世代足場をお勧めします。

ファステックなら、安全な上に施工性と剛性を両立
⇒布材の３ステップ施工、５３ｍまで補強なし、１機種で３役

（枠組足場・一側足場・ｼｽﾃﾑ支保工）

17次世代足場 ファステックの特徴（性能面まとめ）

ファステック

ファステック

足場管
枠組足場

一
側
足
場

支
保
足
場

従来足場代替し
多用途に対応・
施工性を向上さ
せた総合足場

ファステック



18ファステック 跳ね出しブラケット

開発の狙い：
現状､ 単管施工では施工者により
作業ｽﾃｰｼﾞの耐荷重（強度）にバラツキ

が出るため安全面から問題視されている｡

ｼｽﾃﾑ足場であるﾌｧｽﾃｯｸを用いる事で
誰が使用しても耐荷重が一定であり､
強度が担保される｡

開発ﾎﾟｲﾝﾄ
1. 多種の橋脚張出し寸法に対応可能なよう

に先端部は伸縮機構を設ける｡

2. 安衛則と仮設工業会設計指針に準拠した
商品開発

①安衛則：1ｽﾊﾟﾝの積載荷重400kg以下
→ 作業ｽﾃｰｼﾞに等分布荷重

②仮設工業会設計指針:板付布枠500幅の
許容荷重250kg → 先端部の集中荷重

新幹線の橋脚補修足場用等のブラケット。 作業ｽﾃｰｼﾞとして使用する

1スパン400kg

等分布荷重

先端部250kg
集中荷重



19専用幅木

ファステック



20専用幅木

ファステック



シート朝顔（軽量･施工性・経済性・安全性向上）

居住者の通行安全性を保持しながら、強風時の足場安全性を向上

→シートのはずし や 綴じ込みが容易

従来品（アルミ朝顔〕に対し軽量化(1/2 38Kg)・施工性向上(5部材）

21

ファステック



シート朝顔（軽量･施工性・経済性・安全性向上）

アルミアサガオ ８０Kg/スパン
シートアサガオ ３８Kg/スパン

22

ファステック

軽量で部材点数すくない朝顔比較的重く 部点数多い朝顔



【新用途開発】 法面構台用ﾌｧｽﾃｯｸ足場 23

法面構台用足場にファステックを使用可能とすることで､ 安全性向上､工期短縮､輸送費削減｡

開発の狙い：

 現状､ 単管施工では施工者により作業ス

テージの耐荷重（強度）にバラツキが

出るため安全面から問題視されている｡

 システム足場であるファステックを用

いる事で誰が使用しても耐荷重が一定

であり､強度が担保される｡

開発ポイント

1. 様々な地形に対応可能な部材の開発が必要

→ 伸縮･首振り布材､ 根がらみ斜材等｡

2. 耐荷重強度が現状より上回る設計とする｡

3. 法面工事用仮設設備（JIS A 8972）に

準拠した設計とする｡

現状（単管組立）の作業ステージ

ファステックにて組立試用した作業ステージ



24新型板付布枠（軽量・仮預け･効率化）

改善ポイント：作業改善・負担軽減・効率化ニーズへの寄与

①軽量化▲１２％（当社比）（ハイテン＋構造改善）

②構造強度･踏み感維持

③作業性向上（仮預けクランプ）

④積載効率向

ファステック



ファステック

25参考②：施工性（ｺｽﾄ） ﾌｧｽﾃｯｸの置場効率
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ファステック

建枠

▽50%
▽42%

▽50%

仮設足場 1,000m2の機材を保管するケースを比較

置場面積 約半減 対 建枠比

ファステックと建枠足場の保管状態



ファステック

26参考③：施工性（ｺｽﾄ） ﾌｧｽﾃｯｸ/建枠/単管

ファステックの総コストを100として、各々の費用を比較
（面積；100㎡、工事期間；60日間 の費用を比較）

ファステック 建枠 単管本足場 備考

ﾚﾝﾀﾙ費 44.7 49.2 40.9
・ﾘｰｽ単価は、「建設物価」を適用
・100掛㎡の数量は「建築工事積算 基準」を
適用

組立解体費 34.9 45.1 123.5
・歩掛は「建築工事積算基準」を適用
・労務単価は東京「とび職」適用

運賃 19.7 26.3 22.7 ・置場から半径30km以内

ﾒﾝﾃ費 0.5 1.3 0.5
・ｼﾝﾌﾟﾙ構造故にﾒﾝﾃ生産性2.6倍

・ﾒﾝﾃ対象部品△10％（計65％減）

梱包・置場費用
0.45

（0.25㎡）

1.0

（0.53㎡）

0.4

（0.2㎡）

・ｼﾝﾌﾟﾙ構造のため結束効率高い

・梱包単位の部品点数 2.2倍

（56％減）

合計 100 123 188
建枠足場の約75％
単管足場の約55％

ﾌｧｽﾃｯｸ足場のコストは、 建枠足場の 約75% 単管足場の 約55%



ファステック

27施工例（集合住宅修繕工事１）都内



ファステック

28施工例（集合住宅修繕工事２）千葉県



29施工例（集合住宅修繕工事３）埼玉県



ファステック

30施工例（大型物流倉庫）

GLP神戸（ＪＦＥシビル）
延べ床面積60千㎡にファステックを使用した物件

2017年10月

2017年6月



31円形構造物に対応した布材

・ファステックの布材端部を可変に

→円形構造物に対応した足場の施工

ファステック

外踏み側円形用先行手すり
0�‹以上～４５°以下

金属製足場板
床付布枠
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〒270-2214 千葉県松戸市松飛台４７８－２
電 話 ０４７－３８７－０１５８


